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研 究

児童期の「食器」が成人後の食生活に及ぼす効果

藤原　章司1），宮本　賢作2）
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〔論文要旨〕

　近年重視されている食育であるが，食育基本法の施行以前にも，学校給食指導を中心とした熱心な取

り組みが行われている。そこで，小学生期に学校給食研究指定校に在籍して特別な食育を受けた経験を

有する者55名（食育群とする）を対象とし，成人後（調査時点で20～24歳）の食生活状況を連続する7

日間の食事から分析し，食育が成人後の食生活に及ぼす効果について検討した。食生活状況の分析は，

4群点数法（食品を第1群1乳・乳製品，卵：第2群：魚：介，肉，豆・豆製品；第3群：野菜，芋類，

果物；第4群：穀物，砂糖油脂の4群に分類する）を用いた。対照群として，小学生期に特別な食育

を受けた経験のない，食育群と同年代の者53名（20～26歳）にも同様の食生活状況調査を行った。結果

は以下のとおりである。

　（1）食育群のたんぱく質摂取は，第1・2群の合計点で基準点の6点未満の者が6L8％であり不足傾

向を示した。特に第1群の乳・乳製品，卵の摂取が基準点の3点を下回る2点未満が78．2％であった。

対照群ではそれぞれ69．8％，75．5％であり，両群の間にはいずれも有意な差はみられなかった。

　（2）野菜類を中心とする第3群は平均1．4点と基準点3点に比べ非常に低い摂取状況であり，2点未満

の者も87．3％いた。対照群では，平均1．3点，2点未満者88．7％であり，両群間に有意な差はなかった。

　（3）エネルギー摂取については，1，200kcal未満とかな1り不足している者が7．3％おり，対照群では

15．1％であった。両者に有意差はなかった。

　（4）本研究における全対象者の食生活状況に．は，たんぱく質の不足傾向，野菜の大幅な不足，一部エ

ネルギーの不足といった共通の問題点が見られたが，墨筆群，対照群の間に差はみられず，小学生期に

受けた特別な食育の，成人後の食生活向上への効果はみられなかった。
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Lはじめに

　近年，子どもの健康に関してはさまざまな問

題点が指摘されているが，その申には，文部科

学省（以下，文科省と略）も挙げているように，

朝食欠食などの食生活の乱れや肥満・痩身傾向

の増加1）といった，食に関係するものがある。

こうした現状を踏まえ，食育基本法の施行，食

育推進基本計画の決定，栄養教諭制度の導入，

新たな参考資料として「食に関する指導の手

引」1）の作成等，食育推進のための努力が払わ

れ，実行に移されつつある。
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　しかしながら，これまでも学校給食を中心と

した「食に関する指導」は全国的に熱心に行わ

れてきており，今後の「町育」をより効果的な

ものとするには，これまでの実践を総括してお

くことが必要であろう。そこで，過去に行われ

た実践の一つを取り上げ㍉通常の教育課程を超

えた「食に関する教育」を受けた児童の成人後

の食生活状況を調査することにより，「食に関

する指導」の効果について検討し，今後の「食育」

のさらなる充実を図ることを目的として，本研

究を行った。

皿．研究方法

1．調査対象

　1995年度に県教育委員会により学校給食研究

校に指定され，2年間活動を行った香川県T小

学校に在籍した児童で，1995年度当時の4年生，

5年生の57名のうち，同意のうえ調査に参加し

てくれた者55名（回収率96．5％）を調査対象と

した（以下，食平群とする）。比較対照として，

興野群と同様の生活環境にあり（会社の同僚

大学の友人），かつ小学生期に通常の教育課程

以外に特別な食に関する指導を受けた経験のな

い者で，調査への協力要請に同意してくれた者

53名に対しても同様の調査を実施した（以下，

対照群とする）。研究参加への同意については，

口頭で説明した後，計画書，調査用紙を送付し，

内容について確認してもらったうえで同意を得

た。

　なお本論文においては，「食育」という言葉

が一般化する以前のいわゆる「食に関する指導」

についても，便宜上「食育」と表現する。

2．調査内容

（の対象校における指導内容

　本研究における対象校で実践された指導の内

容について調査し，文科省発行の「食に関する

指導の手引」1）と比較した。

（ii）生活状況調査

　全対象者に対し，調査時点での①年齢，②性

別，③配偶者の有無，④職業⑤住形態（単身，

配偶者あるいは親と同居賄い付き寮あるいは

食事なしの寮）について尋ねた。

小児保健研究

（iii）成人後の食生活状況調査

　成人後の食生活状況調査として，2007年10月

の連続する1週間，毎日の食事内容を詳細に記

録してもらい，4群点数法（食品を第1群：乳・

乳製品，卵；第2群：魚介，肉，豆・豆製品：

第3群：野菜，芋類，果物；第4群：穀物，砂糖，

油脂の4群に分類する）により，摂取得点を分

析した2）。得点化にあたり，自炊の場合は各食

材の重量から食品成分表による算出を主に，一

部文献値を用い2“一4），市販食品，外食弁当・

総菜等は文献値4一”7）を用いて点数を求めた。記

録の不備で一部のデータは利用できなかった

が，各人最低5日間のデータを確保した。

　食事記録から，たんぱく源について食材の利

用割合と利用頻度朝食欠食頻度魚介の調理

形態別利用状況を算定した。

（iv）統計処理

　食育群と対照群を比較し，得点はt検定によ

り，比率は比率の差の検定により行い，危険率

5％未満を有意差ありと判定した。

皿．結 果

1．生活状況調査

　対象者の生活状況の概要を表1に示した。食

育群では，既婚・親と同居・賄い付き寮への入

居で，食事条件が良好と思われる者が65．5％，

単身者で自炊・外食による者が34．5％，対照群

ではそれぞれ45．3％，54．7％であった。

2．成人後の食生活状況

　第1群（乳・乳製品，卵）の摂取状況を平均

点（カッコ内は標準偏差，以下同じ）でみると，

食平群は1．4（0．8）点，対照群は1．4（0．9）点

で，いずれも性別・労作強度に関係なく最低限

表1　調査対象者の生活状況
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図1　成人後の第1群（乳・乳製品，卵）の摂取状況

摂取すべきであるとされる基準点2）の3点に達

しておらず，また両群に全く差はみられなかっ

た。2点未満の者の割合は，食育群78．2％，対

照群75．5％と，大きく不足している者が非常に

多かったが，この比率にも早撃間に有意差はみ

られなかった（図11）。また，1日当たりの利

用頻度をみると，両群ともにO．5から1回程度

であり，利用は少ない状況であった（表2）。・

　次に第2群（魚介，肉，豆・豆製品）である

が，平均点は食育群4．2（1．4）点，対照群3．9

（L7）点であり，年率間に有意な差はみられな

かった。基準点の3点を超えた者の割合は食管

群78．2％，対照群69．8％と高く，食育群には2

表2　たんぱく源の心材別利用頻度　（／日）

乳・乳製品　　卵　　魚介　　肉　　豆・豆製品

訂正群　　0。7
対照群　　　0．5

1．0　1．0　1．9
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図2　成人後の第2群（魚，肉，豆）の摂取状況
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図3　成人後の総たんぱく質の摂取状況（1群＋2群）
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表3　たんぱく源としての食材の利用割合（％）

乳・乳製品　卵　魚介　肉　豆・豆製品

食育群　　　10．9　　12．7　2L8　45．5　　　9，1

対照群　　　9．4　　13．2　20．8　45．3　　11．3

点未満の者もいなかった。対照群に2点未満の

者が11．3％いた（図12）。

　たんぱく質全体としての第1，2群の合計点

の平均をみると，食育群は5．6（1．6）点，対照

群は6．0（2。3）点，基準の6点以上の摂取者は

食育群38．2％，対照群35．8％であり，いずれも

両平間に有意な差は認められなかった。また4

点未満の者が食育群に20．0％，対照群に30．2％

いた（図3）。

　たんぱく源として摂取される食材の利用割合

を乳・乳製品，卵，魚介，肉，豆・豆製品に分

けてみると（表3），肉の割合が約半分と圧倒

的に多くt食育群，対照群の利用割合に差はまっ

たくみられなかった。

　魚介の調理形態別利用状況を表4に示した

が，両群に大きな違いはみられなかった。

　第3群（野菜，芋類，果物）は，食育群が1．4

（0．6）点，対照群が1．3（0．7）点であり有意差

はみられなかった。基準点の3点以上の者は，

表4　魚介の調理形態別利用状況　　（％）

焼く・煮る等罵尋すし刺身雀鑑

自炊　外食等　自炊　外食等

食育群、11．1　22．2　4．4　19，3　8．1　9．6　25．3

対照群　13，7　21。6　3．9　13．7　3．9　5．9　37．3

注）外食等には，外食に加え，市販の弁当・総菜を含む
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図4　成人後の第3群（野菜，伊州，果物）の摂取状況
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図5　成人後の第4群（穀物，砂糖油脂）の摂取状況

論士群に3．6％いたのみであった。2点未満の

者は，食育群で87．3％，対照群で88．7％ととも

に高率であったが，両高間に有意な差はみられ

なかった（図4）。

　第4群（穀物，砂糖，油脂）の平均値は，食

育群14．5（3．5）点，対照群14．4（4．0）点であっ

た。基準点である11点に満たなかった者が食育

群に14．5％，対照群に13．2％いた（図5）。い

ずれも有意差はみられなかった。

　第1群がら第4群までの合計点（総摂取エ

ネルギー）は，食育群21．5（4．4）点，対照群

21．7（6．3）点であり，両群に有意な差はなかっ

た。各群の基準点の合計である20点（1，600kca1）

に達していない者が，食育群で36。4％，対照群

で37．7％いた。また，15点（1，200kcal）未満

の者も食育群に7．3％，対照群に15．1％いたが，

両群間の差は有意ではなかった（図6）。

小児保健研究
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　図6　成人後の合計点（1～4群）の摂取状況

　表5　対象校における食に関する指導の内容

［研究主題］

健康な生活の基礎を培う学校給食のあり方を求めて

　一正しい食習慣と豊かな人間関係の育成一

ね　ら　い

1．良い習慣

2．ふれあい

3．健康な体

具　体　的　内　容

協力して準備や後始末を行う

正しい食事マナーを身につける

くつろいだ雰囲気，友だちとの会話

一緒にいる人に不快感を与えない

偏食や栄養バランスなどをもとに，自主的

に健康づくりをすることができる

表6　対象校における指導年間計画の具体例

　　（10月・4年生）

10月の目標

指導内容

学級活動

教科・道徳との関連

行事との関連

なごやかな雰囲気で食べよう

ふれあいタイムを工夫して楽しく過

1こすことができる

3つの栄養素の働きを知り，バラン

スよく食べようとする

雰囲気づくり

（社会科）県のじまんの産物

招待給食

誕生会給食

1V．考 察

1．指導内容について

　本研究における対象校で実践された食育の内

容の一部を表5，6に示したが，文科省発行の

「食に関する指導の手引」1）の内容と比べて遜色

のない実践であったといえるであろう。また，

公表されている研究の成果について表7に示し

たが，児童への教育・指導の効果のみならず，

家庭への啓発や地域との連携も成果として挙げ

られており，非常に効果的な食育であったとい
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表7　研究の成果

望ましい食習慣の形成

好ましい人間関係の育成

心身ともに健康な体の育成

教育活動全般への波及

地域との連携

教職員の意識

正しいマナーで楽しい給食にしょうとの意識が向上

配膳の協力や給食形態を変えることにより触れ合う機会を持てt人間関係を深めることができた

食事の量の加減やバランスよく食べることが実践できるようになった

児童の自主性・自発性が高まった

年配の方や調理員さんたちとの交流により，人間関係が広がるとともに，感謝の気持ちを抱くよ

うになった

学校給食（食事）が心を豊かにするための重要要素であることを認識できた

えよう。

2．成人後の食生活状況

　食事群のたんぱく質摂取について検討する

と，第1群については，平均が1．4点と基準点

の3点と比べ低く，2点未満の者が78．2％を占

め，大きく不足していた。第2群は平均4．2点，

2点未満の者もおらず，良好な摂取状況であっ

た。1群と2群の合計平均点は5．6点であり，

両群の基準点を加えた6点には達していなかっ

た。合計で6点以上の者は38．2％に過ぎず，4

点未満の者が20．0％いるなど，たんぱく質全体

としては基準点と比較して不足していた。対照

群も同様に不足していたが，両群団に有意な差

はみられず，たんぱく質栄養について食育の効

果は認められなかった。

　ところで，特に摂取状況の低かった第1群の

乳・乳製品と卵であるが，表2にあるように，

1日当たりの利用頻度は食育群・対照群ともに

1回弱程度利用しているという結果であった。

しかしながらこれは，調理段階や飲食時に少量

を加える程度であっても1回利用としており，

実際の摂取は量的にはさらに低いと考えるべき

である。第1群の点数が非常に低かったことか

らもこの点は明らかであり，比較的安価かつ簡

単に利用できる食材であるため，たんぱく質の

確保のためにも積極的な活用を指導すべきであ

ろう。

　ところでこの第1群は特に朝食時に容易に利

用できると思われるが，食育群の朝食摂取状況

をみると，週3日以下しか食べない欠食率の高

い者が23．6％を占め，改善を要する点であり，

このことが第1群の三値に影響を及ぼしている

と考えられる。この朝食欠食率であるが，対

照群は24．0％，国民健康・栄養調査8）の結果は

22．5％であり，食育群，対照群，全国値の間に

全く差はみられなかった。朝食の重要性につい

ては，2年間の食育期間中はもちろん，その後

も繰り返し指導されたにもかかわらずこうした

結果であり，この点でも食育の効果はみられな

かった。朝食の摂取が定期的になるなら栄養面

での向上も期待でき，重点的かつ継続的に指導

することが求められよう。

　たんぱく源としての街々の利用状況を利用割

合でみると（表3），耳蝉群，対照群の両群間

に有意差はなく，たんぱく源としての食滞の利

用状況はほぼ同じであり，現代の若者の食生活

状況を忠実に反映しているものといえよう。

　肉の利用が圧倒的に多いことについては，自

炊，弁当や総菜の購入，外食のいずれの場合で

あっても比較的簡単に手にあるいは口にできる

ものであり，当然の結果であろう。しかしなが

ら，同時に摂取する脂質について考える時，飽

和脂肪酸に偏る，もしくは脂質の過剰摂取につ

ながる恐れがあるため，不飽和脂肪酸の摂取増

加や，脂質全体の摂取の抑制につながるたんぱ

く質の継り方を積極的に指導する必要があるの

ではなかろうか。

　一方，良質のたんぱく質と脂質の供給源とな

る魚介は，たんぱく源としての利用回数中20％

程度と，肉類と比べ半分以下の少ない利用割合

であった。実際の1日当たりの利用回数をみる

と，肉が約2回であるのに対して魚介は約1

回に過ぎない（表2）。加えて具体的な食べ方

にも問題があり，魚介の調理形態別利用状況

（表4）にあるように，少量の使用が，食育群

で魚介全体中25．3％，対照群で37．3％となって

いた。これは具体的には，しらす，茶碗蒸しの

中のかまぼこといった，量的には主菜とはなら

ない程度の利用であった。その結果，たんぱく
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源としての魚介の占める量的な割合は，一門と

しての利用割合の20％程度をさらに下回ると考

えられ，魚介の積極的な摂取について働きかけ

る必要があろう。

　別の点として魚介の調理方法であるが，フラ

イ・てんぷら，すし・刺身によるものが押型群

4L4％，対照群27．4％を占めていた。油を使う

料理が多ければ脂質の摂取が増加し，すし・刺

身の場合は野菜類を同時に摂取することが少な

くなるなど，問題は多い。こうした摂食方法は，

表4からわかるように，少量使用を除く主菜と

しての利用の半分程度（食育群約55％，対照群

約44％）であり，魚介の摂取を増やすことに加

え，どのように食べるかについても指導する必

要があるであろう。また，焼く，煮る，揚げる

といった調理によって食された割合は，全魚介

中，食尽群57．0％，対照群52．9％であったが，

自宅で調理して食した割合は，食育群15．5％，

対照群17．6％と少なく，外食，弁当や総菜の購

入が大半を占めていた。この結果から，魚介を

家庭で調理して食べる習慣がいかに少ないかが

見て取れ，魚介の主菜としての摂取が少なく，

しかも自分で調理して食べることの少ない食生

活が広まっていることがうかがわれる。

　こうした，いわゆる「魚離れ」であるが，小

児を対象とした食生活調査によれば，魚類の摂

取量は目標量に達していない9），食事の問題点

に魚が少ない1。），という点が指摘されており，

今回の調査結果も合わせ，若者や子育てをして

いる比較的若い世代に魚介の摂取低下傾向がみ

られているようであり，健康上の問題に加え，

将来的な食糧問題の観点からも今以上の摂取が

望ましいと思われ，食育に含むべき内容である

と考えられる。

　最後に豆類であるが，たんぱく質中の利用割

合は食育群9．2％，対照群IL5％，1日当たり

利用頻度は両断とも0．6回と少なく，栄養上・

経済上の利点，豆腐，納豆に代表される調理の

簡便さ，わが国が直面している食糧問題といっ

た観点から，積極的な摂取を指導すべき食材で

はなかろうか。

　以上，たんぱく質全体についてみると，量的・

質的のみならず，摂取方法にも問題があったが，

食素群と対照群に全く差がなく，食育のたんぱ

小児保健研究

く質栄養への効果はみられなかったと言わざる

を得ない。

　次に野菜類を中心とする第3群は，食物群に

おいて，推奨される点数の4点以上摂取者が皆

無，基準点の3点以上が3．6％であるうえに，

2点未満の者が87．3％に達していた。この状況

は干割を受けていない対照群も同様であり，2

点未満者は88．7％であったが両群に差はなく，

野菜摂取に関しても食育の効果は全くみられな

かった。

　こうした結果であるが，外食，購入した弁当

や総菜中心の単身者にとって野菜類特に緑黄

色野菜の摂取が困難iであることは想像に難くな

いことであり，太田も外食によって野菜，食物

繊維の不足が懸念されるとしているID。実際

外食総菜・弁当利用頻度の高い者は栄養摂取

状況全体が好ましくなくm），さらに野菜摂取量，

ひいては微量栄養素の摂取量が少なくなってい

る12”14）’，またその結果として体調不良を訴える

者が多い傾向がみられる14・　15）など，問題は多く，

実際的な指導が必要であろう。

　すでに述べたように，今回の対象者全体の中

に，既婚者，親と共に暮らしている者等の食生

活に関しては良好と思われる環境にある者が

55．6％いたが，そうした者も含めて，ほとんど

が2点未満（食書手87．3％，対照群88．7％）と

無視できないほどの野菜不足がみられており，

食生活上の問題は根深いものであると考えられ

る。前述の小児の食生活調査9・　10）でも大幅な野

菜不足がみられており，子どもの好き嫌いも原

因の一つではあろうが，野菜類を食べよう，食

べさせようとする意識の欠如もあると思われ，

家庭も含めた重点的な指導が必要であろう。

　ところで，特に食育群においては，野菜摂取

の大切さについても繰り返し学習したにもかか

わらずこうした結果がみられたが，外食や弁当・

総菜利用の頻度が高い場合，今以上に副菜を充

実させるには経済的負担が増大すること，自炊

の場合には，多忙のため時間的制約があり，主

菜以外に手間をかけることを難しくしているこ

となどが原因としてあると思われる。いずれも

容易に解決できる点ではないが，従来の知識や

態度の学習に重きを置いた食育ではなく，簡単

な野菜料理を作る力の育成や，冷凍技術の活用
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を図る等，調理実習や実用的な能力を身につけ

させるための工夫が求められよう。

　以上のように，多くの若者がたんぱく質，

野菜ともに不足しているという食生活状況に

あった。すでに述べたように，食生活状況の好

ましくない者に体調不良者が多い傾向がある

が14・　15），逆に池田らは食品摂取のバランスの向

上が健康度を評価する指標として取り上げら

れることの多い血液性状（HDL一コレステロー

ル，総コレステロール，動脈硬化指数中性脂

肪，尿酸値）に良い影響を及ぼすと報告してい

る16）。そのため，学校における長期的視点に立っ

た食育の充実はもちろん，成人後の継続的な指

導も必要であるといえよう。

　最後に，摂取エネルギーとしての合計点を検

討する。食網羅では，合計点が平均21．5点と基

準点の20点を超えていた。しかしながら，図6

にあるように，30点（2，400kcal）以上のエネ

ルギー過剰摂取の恐れのある者が3．6％，また

逆に17．5点（1，400kcal）未満のエネルギー不

足と思われる者が23．6％，15点（1，200kca1）

未満の．明らかな不足者が7．3％おり，これも見

過ごすことはできないであろう。こうしたエネ

ルギー摂取の状況であるが，対照群もほぼ同様

の傾向を示しており，食育の影響はみられな

かった。

　エネルギーの過剰摂取については，外食や弁

当によって食事を済ませる機会が多い者の場

合，脂質の摂取が多くなってしまうためと思わ

れ，過剰摂取の弊害や，どのように避けるかに

ついて，しっかりと指導することが必要であろ

う。不足者については，意識的に小食にしてい

ると思われる者，あえて夕食を食べないように

している者などがおり，痩身の弊害より肥満に

目を向けがちな健康情報に過度に惑わされ，体

重を気にし過ぎていることが理由にあると思わ

れる。実際自分自身の体型に対して，間違っ

た知識に基づいて必要以上に思い煩う若者が多

いことがよく知られているが17～23＞，今回の場合

もこのことが影響を及ぼしている可能性もあ

り，至適体重に関する正確な知識の教育に十分

注意を払う必要があるといえる。エネルギーの

過不足いずれの場合も正しい知識と実践能力の

一方あるいは双方の欠如が関係していると思わ
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れるため，食育のみならず，今後の保健学習・

指導の在り方についても十分目検討が求められ

よう。

　以上の食生活状況であるが，通常の教育課程

以上の食育，それも最新の「食に関する指導の

手引」1）と比べて遜色のない内容であった食育

を受けた食育群であっても，成人後の食生活状

況は不十分であり，一部劣悪な者も見られた。

特別な食育を受けたことのない対照群において

もほぼ同様の食生活状況であり，両輪にまった

く差はみられず，本研究における対象校で実践

された食育は効果を上げていなかった。この原

因としては，学んだ知識が定着していないこと

と，実際に行うことを困難にする問題があるこ

との2点が考えられる。すでに述べたように，

今以上に食費を増額させて内容を充実させるこ

とは必ずしも容易ではないという経済上の問

題また食事に十分手をかける余裕がないとい

う時間的な問題の2点はいずれも大きな壁であ

り，いかに乗り越えさせるか，そのためには何

をどのように学ばせればよいのか，学んだ事柄

を定着させるにはどうすべきか，といった教育

すべき内容と方法を検討する必要があり，今後

の食育の緊急かつ重要課題の一つといえよう。

　また，本研究の食平群は，食育を受けた時点

で4年生以上であり，低学年で受けた場合には

より学習の定着が難しいと思われ，今後の食育

を考えるにあたってはこの点も考慮に入れ，学

習内容の適時性や学習の継続性を図る必要があ

るであろう。
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